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第2巻 資料編Ⅰ 53 天正二年二月三日　伊達輝宗日記　大日本古文書伊達家文書 876

第2巻 資料編Ⅰ 54 天正二年三月二十七日　伊達輝宗日記　大日本古文書伊達家文書 877

第2巻 資料編Ⅰ 55 天正二年三月二十七日　伊達治家記録 877

第2巻 資料編Ⅰ 56 年未詳　三月四日　田村清顕書状　秋田藩家蔵文書三〇奥州文書二 877

第2巻 資料編Ⅰ 57 年未詳　三月十日　田村清顕書状　秋田藩家蔵文書三〇奥州文書二 878

第2巻 資料編Ⅰ 58 年未詳　五月十一日　田村清顕書状　一関市図書館蔵 878

第2巻 資料編Ⅰ 59 年未詳　五月十三日　佐竹義重書状写　秋田藩家蔵文書二〇赤坂忠兵衛家蔵文書 879

第2巻 資料編Ⅰ 60 年未詳　五月十四日　佐竹義重書状　秋田藩家蔵文書二〇赤坂忠兵衛家蔵文書 879

第2巻 資料編Ⅰ 61 年未詳　七月十日　佐竹義重書状　秋田藩家蔵文書二一小野崎権大夫家蔵文書 879

第2巻 資料編Ⅰ 62 仙道記　続群書類従二十二上 880

第2巻 資料編Ⅰ 63 天正三年　会津塔寺八幡宮長帳 880

第2巻 資料編Ⅰ 64 （天正四年カ）八月二十一日　蘆名盛隆書状　大日本古文書伊達家文書 880

第2巻 資料編Ⅰ 65 （天正四年カ）八月二十一日　葦名止々斎盛氏書状　大日本古文書伊達家文書 881

第2巻 資料編Ⅰ 66 年未詳　八月十一日　芦名盛氏止々斎書状案　新編会津風土記巻六十三耶麻郡小荒井組柴城村慶徳善四郎文書 881

第2巻 資料編Ⅰ 67 年未詳　三月十日　蘆名盛氏止々斎書状　初瀬川文書 882

第2巻 資料編Ⅰ 68 天正八年六月五日　聖竜寺棟札（岩瀬郡天栄村大字牧ノ内字竜生青龍寺）（墨書）『福島県史』7金石文五四〇 883

第2巻 資料編Ⅰ 69 盛氏逝去の事（盛氏長沼押領）会津四家合考巻一 884

第2巻 資料編Ⅰ 70 天正九年五月五日　伊達治家記録 884

第2巻 資料編Ⅰ 71 年未詳　七月十日　小貫頼如書状　新編会津風土記巻十六若松簗田仙右衛門文書 884

第2巻 資料編Ⅰ 72 天井十年四月一日　伊達治家記録 885

第2巻 資料編Ⅰ 73 天正十年四月十八日　伊達治家記録 885

第2巻 資料編Ⅰ 74 年未詳　二月五日　芦名盛隆書状　首藤石川文書（玉川村首藤忠行氏所蔵） 886

第2巻 資料編Ⅰ 75 天正十二年六月　伊達治家文書 887

第2巻 資料編Ⅰ 76 天正十二年六月二十八日　伊達治家文書 887

第2巻 資料編Ⅰ 77 （天正十二年カ）七月十八日　富田氏實書状　大日本古文書上杉家文書 888

第2巻 資料編Ⅰ 78 （天正十二年）十月十三日　新国貞通書状　高野文書 888

第2巻 資料編Ⅰ 79 天正拾三年七月十二日　箭田野顕義起請文　奥州文書二の九 889

第2巻 資料編Ⅰ 80 天正十三年十一月　戸部一閑覚書 889

第2巻 資料編Ⅰ 81 蘆名家記　巻三抄 890

第2巻 資料編Ⅰ 82 天正十七年七月二十四日　佐竹義宣起請文　秋田県角館町二階堂成一氏所蔵 892

第2巻 資料編Ⅰ 83 （天正十七年）七月二十四日　佐竹義宣書状　秋田藩家文書 892

第2巻 資料編Ⅰ 84 年未詳　箭田野顕義書状（「富田村里正矢吹善左衛門家蔵」）松藩捜古 892

第2巻 資料編Ⅰ 85 天正十七年八月　伊達天正日記　大日本古文書伊達家文書 893

第2巻 資料編Ⅰ 86 （天正十七年　八月）　那須資晴書状　青山文書 893

第2巻 資料編Ⅰ 87 天正十七年九月十日　伊達政宗判物写　治家記録引証記 894

第2巻 資料編Ⅰ 88 天正十七年九月　伊達天正日記 894

第2巻 資料編Ⅰ 89 天正十七年十月七日　佐竹義宣書状　秋田藩家蔵文書 894

第2巻 資料編Ⅰ 90 （天正十七年）十月十一日　伊達政宗書状　佐藤精一郎氏蔵文書（伊達政宗卿伝記史料） 895

第2巻 資料編Ⅰ 91 （天正十七年）十月十二日　伊達政宗書状　涌谷町公民館所蔵文書仙台市史政宗文書所収 895

第2巻 資料編Ⅰ 92 （天正十七年）十月二十四日　伊達政宗書状　仙台市史政宗文書所収中村由喜枝蔵 896

第2巻 資料編Ⅰ 93 天正十七年十月二十四日　伊達政宗判物写　治家記録引証記 897

第2巻 資料編Ⅰ 94 天正十七年十一月三日　佐竹義宣書状　秋田藩家蔵文書 897

第2巻 資料編Ⅰ 95 天正十七年十一月二十二日　伊達政宗知行充行状写　大日本古文書伊達文書 897

第2巻 資料編Ⅰ 96 岩瀬西方衆、正宗へ降参事　藤葉栄衰記（抄） 897

第2巻 資料編Ⅰ 97 天正十七年十二月一日条　伊達治家記録 900

第2巻 資料編Ⅰ 98 天正十八年一月　伊達天正日記　伊達史料集　下 900

第2巻 資料編Ⅰ 99 天正十八年正月十四日　伊達治家記録 900

第2巻 資料編Ⅰ 100 天正十八年二月十七日　伊達天正日記　伊達史料集　下 900

第2巻 資料編Ⅰ 101 年未詳　三月二十二日　伊達政宗書状写　治家記録引証記 901

第2巻 資料編Ⅰ 102 天正十八年三月二十七日　伊達政宗知行配分日記　浅川家文書仙台市史政宗文書 901

第2巻 資料編Ⅰ 103 天正十八年四月九日　伊達天正日記　伊達史料集　下 902

第2巻 資料編Ⅰ 104 天正十八年六月二十五日　伊達治家記録 903

第2巻 資料編Ⅰ 105 年未詳　六月二十五日　伊達政宗書状　浅川家文書仙台市史政宗文書 903

第2巻 資料編Ⅰ 106 （天正十八年）六月二十六日　伊達政宗書状写　治家記録引証記 904

第2巻 資料編Ⅰ 107 （天正十八年）六月二十六日　伊達政宗書状写　治家記録引証記 904

第2巻 資料編Ⅰ 108 （天正十八年）六月二十七日　伊達政宗書状写　治家記録引証記 905

第2巻 資料編Ⅰ 109 （天正十八年）六月二十八日　伊達政宗書状写　治家記録引証記 905

第2巻 資料編Ⅰ 110 （天正十八年七月二日）　伊達政宗書状写　治家記録引証記 905

第2巻 資料編Ⅰ 111 天正十八年七月三日　豊臣秀吉朱印法度書写　大日本古文書伊達家文書 906

第2巻 資料編Ⅰ 112 （天正十八年）七月四日　伊達政宗書状　熊耳家文書 906

第2巻 資料編Ⅰ 113 伊達政宗書状写　伊達治家記録附録 907

第2巻 資料編Ⅰ 114 （天正十八年）七月六日　増田長盛書状案　秋田藩家蔵文書岡本文書 907

第2巻 資料編Ⅰ 115 （天正十八年）七月七日　伊達政宗書状　菅野邦男氏所蔵文書仙台市史政宗文書 908

第2巻 資料編Ⅰ 116 （天正十八年）七月七日　伊達政宗書状写　治家記録引証記 909

第2巻 資料編Ⅰ 117 （天正十八年）七月十四日　伊達政宗書状　桑折文書 909

第2巻 資料編Ⅰ 118 （天正十八年）七月十五日　伊達政宗書状写　治家記録引証記 909

第2巻 資料編Ⅰ 119 年未詳　七月十五日　伊達政宗書状写　治家記録引証記 909

第2巻 資料編Ⅰ 120 （天正十八年）七月十八日　伊達政宗書状写　治家記録引証記 910



第2巻 資料編Ⅰ 121 天正十八年七月　日　豊臣秀吉禁制　秋田県角館町二階堂成一氏所蔵 910

第2巻 資料編Ⅰ 122 （天正十八年）七月二十日　木村清久書状　大日本古文書伊達家文書 911

第2巻 資料編Ⅰ 123 （天正十八年）七月二十二日　伊達政宗書状　角田市矢吹知男氏蔵 912

第2巻 資料編Ⅰ 124 （天正十八年）七月二十二日　伊達政宗書状　仙台市史政宗文書所収尾形忠行氏蔵 912

第2巻 資料編Ⅰ 125 年月日未詳　伊達政宗消息写　治家記録引証記 912

第2巻 資料編Ⅰ 126 年未詳　伊達政宗書状写　治家記録引証記 913

第2巻 資料編Ⅰ 127 （天正十八年）七月二十四日　伊達政宗書状　堀江文書仙台市史政宗文書 913

第2巻 資料編Ⅰ 128 （天正十八年）七月二十四日　伊達政宗書状写　治家記録引証記 914

第2巻 資料編Ⅰ 129 （天正十八年）七月二十四日　伊達政宗書状　仙台市史政宗文書所収小野家文書 914

第2巻 資料編Ⅰ 130 天正十八年七月二十五日　伊達政宗伝馬黒印状　志賀槙太郎氏所蔵文書 915

第2巻 資料編Ⅰ 131 （天正十八年）八月二日　伊達政宗書状　仙台市史政宗文書　佐藤祐逸氏蔵 915

第2巻 資料編Ⅰ 132 天正十八年八月二日　伊達治家記録 915

第2巻 資料編Ⅰ 133 政宗記巻七（抄） 916

第2巻 資料編Ⅰ 134 大里の城を攻むる事　会津四家合考巻五 918

第2巻 資料編Ⅰ 135 石川昭光、須賀川へ打入給事付大里籠城之事　藤葉栄衰記（抄） 919

第2巻 資料編Ⅰ 136 白河関物語（抄） 921

第2巻 資料編Ⅰ 137 野史列伝　二階堂盛義 924

第2巻 資料編Ⅰ 138 新国家譜　伊達世臣家譜巻之十七 927

第2巻 資料編Ⅰ 139 木崎家譜　伊達世臣家譜巻之十六 928

第2巻 資料編Ⅰ 140 箭田野二階堂系図　秋田県角館町平元家文書 929

第2巻 資料編Ⅰ 141 二階堂次男系譜　秋田藩家蔵文書 930

第2巻 資料編Ⅰ 142 矢田野系図（佐竹家中聰系圖下　須賀川牢人）『大日本史料』十二ノ十七 932

第2巻 資料編Ⅰ 文書解説 932

第2巻 資料編Ⅰ 第2章 城館 938

第2巻 資料編Ⅰ 第1節 長沼町の中世城館 938

第2巻 資料編Ⅰ 第2節 岩瀬長沼城 939

第2巻 資料編Ⅰ 第3節 長沼北古舘址（中舘） 956

第2巻 資料編Ⅰ 第4節 長沼南古舘（外端舘、西舘とも云う） 959

第2巻 資料編Ⅰ 第5節 臼ヶ堂山陣場址 965

第2巻 資料編Ⅰ 第6節 東山陣場址 965

第2巻 資料編Ⅰ 第7節 松山城 967

第2巻 資料編Ⅰ 第8節 木之崎舘址 969

第2巻 資料編Ⅰ 第9節 鉾衝舘址 971

第2巻 資料編Ⅰ 第10節 矢田野城址 973

第2巻 資料編Ⅰ 第3章 石造供養塔 977

第2巻 資料編Ⅰ 本巻資料提供者及び協力者 983

第2巻 資料編Ⅰ 長沼町史編纂委員会委員 985

第2巻 資料編Ⅰ 長沼町史編纂専門委員 986

第2巻 資料編Ⅰ 長沼町史編纂事務局 987

第3巻 資料編Ⅱ 発刊のことば　　長沼町長　武内實

第3巻 資料編Ⅱ 発刊にあたって　　監修　小林清治

第3巻 資料編Ⅱ 例言　　専門委員会委員長　武田奥一

第3巻 資料編Ⅱ 第1編 会津領時代 1

第3巻 資料編Ⅱ 第1章 蒲生時代 3

第3巻 資料編Ⅱ 第2章 上杉時代 46

第3巻 資料編Ⅱ 第3章 再蒲生時代 54

第3巻 資料編Ⅱ 第4章 加藤時代 68

第3巻 資料編Ⅱ 第2編 幕藩と幕藩体制時代 93

第3巻 資料編Ⅱ 第1章 幕藩と幕藩体制―代官・藩主・家臣・法度・布令― 95

第3巻 資料編Ⅱ 1 長沼領（幕領） 95

第3巻 資料編Ⅱ 2 白河領 135

第3巻 資料編Ⅱ 3 長沼領（府中松平領） 157

第3巻 資料編Ⅱ 4 横田領 419

第3巻 資料編Ⅱ 第2章 土地と人口 461

第3巻 資料編Ⅱ 1 土地―検地・縄引・新田・蔵屋敷・引高― 461

第3巻 資料編Ⅱ 2 人口―宗門人別帳・人別増減改帳― 515

第3巻 資料編Ⅱ 第3章 年貢・諸負担 551

第3巻 資料編Ⅱ 1 年貢―割付・納覚・納勘定・米金指引― 551

第3巻 資料編Ⅱ 2 諸負担 617

第3巻 資料編Ⅱ 第4章 村と町 619

第3巻 資料編Ⅱ 1 村明細・指引・細見記 619

第3巻 資料編Ⅱ 2 村定 646

第3巻 資料編Ⅱ 3 村入用 655

第3巻 資料編Ⅱ 4 村方出入・山論・水論・村災害 678

第3巻 資料編Ⅱ 5 借用證文・鉄砲 694

第3巻 資料編Ⅱ 第5章 産業 698

第3巻 資料編Ⅱ 1 農業―農業・林業・畜産― 698

第3巻 資料編Ⅱ 2 商業・工業・製造業 725

第3巻 資料編Ⅱ 第6章 交通 731

第3巻 資料編Ⅱ 1 陸上交通・宿駅 731

第3巻 資料編Ⅱ 2 助郷 759

第3巻 資料編Ⅱ 3 廻米―御城米・御膳米― 795

第3巻 資料編Ⅱ 第7章 一揆・訴願 814

第3巻 資料編Ⅱ 第8章 宗教・文化 826

第3巻 資料編Ⅱ 1 寺院・神社 826

第3巻 資料編Ⅱ 2 棟札 842

第3巻 資料編Ⅱ 3 文芸・紀行 843

第3巻 資料編Ⅱ 第9章 戊辰戦争 854



第3巻 資料編Ⅱ 第10章 その他 922

第3巻 資料編Ⅱ 資料目録 924

第3巻 資料編Ⅱ 本巻資料提供者及び協力者（順不同） 944

第3巻 資料編Ⅱ 長沼町史編纂委員・専門委員・事務局 947

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 口絵

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 発刊のことば　　長沼町長　廣田勝男

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 発刊にあたって　　監修　小林清治

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 例言

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 第1章 町村制施行前の長沼（明治元年から明治二十一年） 3

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 第1節 政治 3

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 1 旧制度からの脱却 3

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 2 新制度への移行 14

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 3 行政 27

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 4 地誌 38

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 第2節 産業・経済 69

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 1 生産金 69

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 2 馬産 74

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 3 産業一般 77

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 4 交通・運輸・通信 88

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 第3節 社会・生活 96

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 1 衛生 96

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 2 兵事 102

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 3 災害・救護 103

第4巻 資料編Ⅲ （上）近代編 4 生活一般 106
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桙衝神社　桙衝神社の御龍燈　桙衝神社の絵馬（繋駒）
藤沼神社　その1　自現太郎様　その2　五斗畑と八石田　その3　藤沼神社の話　喜惣神社　菅
野稲荷　戸上稲荷神社　長楽寺　円満寺の経塚　永泉寺の爺杉媼杉　虚空蔵堂　鼻取り地蔵
鼻取り地蔵　杉の堂の枕返し　井戸を掘れない平藤内　正月に小豆を食べない内山家　豆まつり

猿と飲み水　神様が決めた縁談　鬼退治　人食い　嫁と火種　だだ野郎と鬼婆　お天道様と風の
三郎の力くらべ　花咲か爺　ことわざを買った男　ボタ餅の占い　狐に化かされて鶏を買った話
狐と鉄砲ぶち

馬鹿息子とドッコイ　馬鹿婿とボタ餅　馬鹿婿と団子　屁たれ嫁　田の草取りと酒樽　女を幽霊と
まちがえた話　長い長いふんどし　あったところに蝶のくそ

壇九郎狐　一里塚の寝狐　稗窪の身越入道　弥吾坂の何身の妖怪　臼ヶ堂の化け物　末子五郎
内の化け物　与右衛門の化け物屋敷　千海寺の妖怪　水無の六兵衛貓（かな）　戸崎の小豆とぎ
官命でも動かなかった雷神様　白河屋の駒吉　水戸藩士となった鈴木家の先祖　屁っぴり坂　三
平坂

大根の年とり　刈上祭りと刈上げ餅　扱き上げ　エビスコ　エビスコ勘定　ダイシコ　八槻祭り　油
しめ十五日　デカリノツイタチ　冬至

門火　墓参り　新盆見舞　坊様の檀家回り　盆礼　送り盆　古舘のドンド焼き　盆踊り　三日正月
二十日盆

歯欠山　鬼面山　家老内山の箒楢　天神山　地代坊山　傾城ヶ部屋　女池　八ノ口池　御前池
阿夏淵と太郎坊ヶ淵　トラが淵　殿様清水　念仏清水　清八清水　毒清水　滝の湯湯殿　久保の
化け石　薬師堂の歩き妖石　犬石　ハケゴ石　石上の大石　鏡松

阿梅塚　守ッ子塚　経塚と蝦夷穴　六部塚　六光内の壇　重兵衛屋敷と毒清水　神屋敷　惣右衛
門の井戸　猫堂　首切場　岡部田　どうやま長者　死人窪　笹ケ平踊窪　死人沢と面剝沢　江花
七森　八幡太郎義家と軍用金　長沼　六角石

甘わらび　畑にジシバリ　田にビルモ　矢中の一本松　地蔵杉　法燈国師　求願和尚と供養塔
九の坊さま

八朔ついたち　嵐祭り　月見　長沼まつり　鎌入れ　秋の彼岸　祈禱餅　祈禱餅行事の書綴り資
料　鹿島様の秋祭り　石背国造神社の秋祭り　石上神社の秋祭り


